
『電気協同研究』第72巻4号

ポリマ ー がい管の設計基準ー試験法の標準化 一
曙
枇
一国
一壇

璽一一
刻一
概
問

問
問
噌
霊

成
、

平
川町

【発刊に際しての委員長推薦のことば】

ポリマ ーがい管の設計基準・試験法の標準化専門委員会
委員長 東京大学 日高邦彦

変電機器のがいし ・ がい管にはこれまで磁器製のものが広く使用されている。その汚損設計 ・

絶縁設計は電気協同研究第 35 巻第3号「変電設備の耐塩設計」（ 1979 年発刊）を基にしており，

台風襲来の多い島国である我が国の厳しい環境において信頼性向上に寄与してきた。

一方，外被材にシリコーンゴム等の有機材料を使用したポリマ ーがし、管が実用化されており，

磁器がい管に比べ軽量かつコンパクトなため耐震性 ・ 施工性に優れていること， また， 外被ゴ

ムの有する機水性により優れた耐汚損性能を有しているといったメリットがあることから， 国

内外で急速な適用拡大が見込まれている。

現在のポリマ ーがい管は， 磁器と同様の汚損設計を基本としているが， ポリマ ー で、は雨洗効

果が小さいことや藻類の繁殖など磁器とは異なる汚損物付着傾向が確認されており， これに対

する汚損耐電圧特性や機水性の低下・回復現象メカニズム， 劣化現象など適用に向けての課題

が多数存在していた。 また， 機械的強度の評価方法や汚損他の試験方法， 保守点検基準など新

たに定めなければならない事項も数多くあった。

これらの課題を踏まえ， 本電協研ではこれまでに報告されている基礎デー タを体系的に整理

すると共に， フィ ー ルド調査ならびに各種試験を実施し， 日本特有の使用環境およびポリマ ー

の特徴を活かした設計基準， 試験基準， 保守基準などについて研究調査を行った。 その結果，

以下の項目を報告書「ポリマ ーがし 1管の設計基準・試験法の標準化」に取りまとめ， ポリマ ー

がし 1管の技術仕様書として提示した。 また， ホ
。

リマ ーがい管に止まらず， 磁器がい管にも共通

した汚損付着特性や耐電圧特性など基礎技術に関しでも上記電気協同研究以来 37 年振りにレ

ビュ ーしており， 耐塩設計のバイブル的な内容を含んでいる。

本書は， 変電機器の製造メーカ， 電力会社や発変電設備に携わる関係者の方々をはじめ， 電

気技術者や電気技術者を目指す方々にまで広く参考になるものと確信しており， より多くの皆

様に本書を購入し活用していただけることを希望する。
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